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2016年度は特に建設関連事業と通信事業
に牽引されて、グループ全体の営業成績が大
きく躍進しました。ビジネスターゲットの全て
が達成されただけでなく、場合によってはそ
れを越える成果を出すことができたのです。

当年度のグループの調整前営業利益率は前
年度比0.6ポイント増の3.5%を記録しまし
た。建設関連事業の調整前営業利益率は前
年度比0.3ポイント増加し、テレビ放送を手
がけるテー・エフ・アンでは番組関連費(a) の削
減目標を上回りました。通信事業に従事する

ブイグ・テレコムは、成長力を保持して売上高を前年度比6％アップさせ、EBITDA
マージンも同3ポイント増の23％を実現しました。また、2013年末に比べて4億
ユーロ以上の経費を節約したうえ、期待に沿った正味事業投資を実施しました。

未来を見据えた布陣を整えているブイグは、いずれの事業部門においても、自ら
の戦略や組織を業界の動向に合わせてビジネスチャンスをものにしています。す
なわち、サービス・ポートフォリオを拡充させて、顧客の新たなニーズに対応する
革新的ソリューションを提供しているのです。

建設関連事業では「持続可能な建設」の理念のもとに、エコタウン、プラスエネル
ギー型建物への改修、ソーラーロード、フレキシブルな共同勤務スペースを推進
しています。テー・エフ・アンの場合は、番組の中でユニークなバーチャルリアリテ
ィをお届けしています。ブイグ・テレコムにおいては、田園地域での4G boxの普
及やIoT（モノのインターネット）に注力しています。

ブイグのビジネス組織は柔軟で効率的な独自の企業文化を強化し、徹底的なデ
ジタル転換アプローチを取り入れています。グループの正味金融債務は、2015
年12月末比6億9500万ユーロ減の19億ユーロに留まりました。こうした堅固
な財務体質のおかげで、将来の成長を図っていくための手段を自由に講じること
が可能になっています。

ブイグは2017年度も、全事業部門で採算性の向上を追求し続けていきます。建
設関連事業の調整前営業利益率を継続的に上昇させるだけでなく、テー・エフ・
アンの営業利益率を2019年までに2桁台に乗せることも期待されます。ブイグ・
テレコムは、2017年度のEBITDAマージンを25％にする目標を堅持しつつ、今後3
年以内に3億ユーロのキャッシュフロー(b) を創出することを新たに目指しています。

最後に、献身的かつ意欲的なスタッフのお仕事ぶりと、お客様や株主の皆様のご
信頼に対して厚く御礼を申し上げる次第です。

未来をしっかり
見据えるブイグ

会長兼CEO　マルタン・ブイグ

2016年度
グループ指標

総売上高

317億6800万ユーロ

営業利益

9億4700万ユーロ

連結当期純利益

7億3200万ユーロ

正味金融債務

18億6600万ユーロ

2017年2月23日

(a) 特別経費とスポーツイベント分を除く
(b)  フリーキャッシュフローはグロスキャッシュフローから正

味金融費用、支払税額、及び正味事業投資を差し引いて
算出され、運転資金の増減分は含まれない



日常活動の中で
人間の進歩を
追求するブイグ
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香港・珠海市（シュカイシ）・澳門（マカオ）の
結びつきを強める海上橋の工事が目下進行中
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グループ全体で11万8000人の従業員を擁して多様な事業
を手がけるブイグは、人々の日常生活を良くすることを自
らの任務と考えています。そのため、世界90ヶ国近くに拠
点を展開して、社会の根本的ニーズに応える一連のソリュ
ーションを構築してきました。ブイグでは各事業部門の改
革努力を皆で分かち合い、スタッフ一人ひとりが進歩に参
画しているのです。

21世紀が直面している大きな諸課題の
うち、ブイググループの傘下企業は特
に次の3つの問題に取り組んでいます。

•  エコロジー問題　
  気候の変調、生物多様性の破壊、資源

の枯渇など

• デモグラフィー問題　
  急速な都市化、そこから生じる住宅・

交通・通信のニーズ

• テクノロジー問題　
  各種のツール、手順、用法のデジタル

変換

ブイグでは、チャレンジ精神と向上心
に燃えるスタッフたちや、多岐にわた
る事業活動（建設関連、メディア、通
信）を拠り所にして、社会の大事なニ
ーズに応える製品とサービスを提供し
ています。すなわち住宅、情報、通信
といった世の中に進歩をもたらす製品
やサービスです。

まず建設関連事業では、持続可能なイン
フラと建物のニーズに対応しています。
次にメディア事業では、社会進歩の推進
役かつ証言者として、全プラットフォー
ム上で利用できる情報や娯楽をお届けし
ています。さらに通信事業では、あらゆ

る人々が通信テクノロジーの恩恵を享受
できるように努めています。ブイグは全
ての事情活動を通じて、持続可能な望ま
しい街づくりを目指しているのです。

持続可能な
望ましい街
世界のどの地域においても、資源を浪
費しない環境重視の街の中で快適に生
活したいと市民たちは願っています。
ブイグはその願いに応えるため、都市
機能の向上、公害の防止、及び無駄の削
減に役立つ斬新なソリューションを提供
しています。

2016年11月、モロッコのマラケッシュ
で開催されたCOP22（気候変動枠組条
約第22回締約国会議）は、ブイググル
ープにとっては、持続可能な望ましい
街づくりを志向する独自のソリューシ
ョンを、国際社会に紹介する新たなチ
ャンスになりました。

ブイグは2016年、企業の社会的責任
（CSR）の一環として気候変調に対処
する姿勢が評価されて、国際的な非営

利団体CDPから「気候変動Aリスト」
（ 最 高 評 価 ） に 選 定 さ れ ま し た 。
このリストはとりわけ、STOXX Global 
Climate Change Leadersという社会的
責任指標に相当するものです。

住環境の改善に向けた改修
ヨーロッパでは、EUのエネルギー節約
目標を2050年までに達成し、エネルギ
ーの安定利用を図っていくために、1億
9000万戸近くの住宅に冷暖房面の改修
を施す必要があります。ブイググループ
はこの点を踏まえて、住人を立ち退かせ
ずに建物の改修工事を行うノウハウを自
治体に活用してもらっています。この改
修工事では、建築上の元の特性をできる
だけ尊重しながら、パッシブハウスやプ
ラスエネルギー型建物の基準に合わせる
ようにします。

浪費を減らすベターな建設
今後は資源の獲得がますます困難にな
り、いずれ資源が枯渇してしまう危険
さえ考えられます。ブイグはこうした
状況に備えるため、環境保護責任を満
たし容易にリサイクルできる材料（木
材、生物由来素材、低炭素型コンクリ
ートなど）

2014年の改修を経てプラスエネ
ルギー型建物として機能している 
Challenger（ブイグ・コンストラクシ
ョン本社ビル）

（p.6に続く）
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2016年にChallenger 内にオープン
したエネルギー自立型の屋外会議場 
Bureau fertile 〔ビュロー・フェル
ティル〕（意味は「肥沃なオフィス」)

安定株主構成
（2016年12月31日現在）

グループの優位性

議決権比率
議決権数   488,430,028

• SCDM(a)

• 従業員株主

• その他フランス人株主

• 外国人株主

(a)  SCDMはマルタン・ブイグとオリヴィエ・
ブイグが管理下に置いている会社

28.8%

26.0%
17.5%

27.7%

出資比率
発行済株式数   354,908,547 

19.9%

20.2%

21.8%

38.1%

顧客のための
力強い
オープンイノベー
ション

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

1972 年から国際的
企業グループ
として活動

•  フランス国内を隅々まで網羅し
国際舞台でも強力なプレゼンス

•  大規模プロジェクトに際して各
国のスタッフを動員

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

堅固な
財務体質 

•  フリーキャッシュフローの
安定的な創出

•  豊富な手元流動性と低い金融債
務比率

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

強力かつ独創的
な企業文化 

•  尊重、信頼、公平の価値観を
11万8000人のスタッフが共有

•  従業員の自立性と主導性を奨励
し彼らに責任意識を持たせる経
営方式

•  労使間の建設的対話

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

長期的成長が
見込める分野で
統合サービス

•  インフラと建物の施工からデジ
タル利用に至るまで日常活動を
充実化させる多様なサービス

•  持続可能な建設、都市計画、メ
ディア、通信を含めた複合プロ
ジェクトの専門能力や定評ある
ノウハウ

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER
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Donec sed odio dui. Maecenas sed risus 
blandit sit amet non magna.

をベースにした建設技術を開発してい
ます。ブイグは新BBCA（低炭素建物）
認証のステークホールダーになってい
ます。この認証は、建物のライフサイ
クル全体に対応するサーキュラー・エコ
ノミー（循環型経済）(a)  をしっかり考慮
するものです。

福祉増進のための都市再考
ブイグは各提携先とともに、「持続可
能な街」の構想に参画しています。そ
の第1の目標としては、住人のクオリテ
ィ・オブ・ライフ（生活の質）を日々
改善していくことです。具体的には、
次の3点を通じて快適な都市機能の強化
を狙っています。

• 優れた環境クオリティの建物
 特に屋内空気のクオリティを考慮

• 環境に優しい交通 
  個人レベルでは徒歩、自転車、電気自

動車、集団レベルでは市街電車を利用

• デジタルツールで管理するインフラ

これに関連して、エネルギー源を生み出
せる施設（プラスエネルギー型建物やソ
ーラーロード）を推奨しています。この
種の施設は、スマートグリッド（次世代
送電網）を活用した都市区画やタウンの
最大限の自立化に貢献しています。フ
ランス政府は2015年に、「持続可能な
街のための産業デモンストレーター」

（仏略語DIVD）のプログラムをスター
トさせました。このプログラムの一環
として、ブイグが推進する2つのコンソ
ーシアムが、最先端の整備プロジェクト
（リヨンのLyon Living Lab及びマルヌ
＝ラ＝ヴァレのDescartes 21）を実施
しています。これは、斬新な技術ソリュ
ーションの試みにより規制を進展させる
ことを目指すものです。

ブイグはさらに、都市計画やインフラ
整備に際して生物多様性の考え方を導
入・保持することに特に留意していま
す。例えば、ニーム・モンペリエ間の
鉄道バイパス線やトゥーロン市のエコ
タウンFont-Pré （両方とも目下建設
中）、及びコラスの採石場などはその
参考例です。

万人に有用なサービス
街の住人の生活を便利にしていくため
に、ブイググループは地方公共団体に対
して、モノのインターネットを駆使した
都市サービス機能の集中制御方式を提唱
しています。すなわち、電気自動車の充
電所と駐車場のデジタル管理や公共照明
網の運営などです。

また、コラスが開発したソーラーロード
Wattwayは目下様々な実験場で試験運
用されています。これが本格的に実用化
されれば、路上で再生可能エネルギーを
作り出せるようになります。他方、ブイ
グ・イモビリエでは、住宅の全機能を遠
隔管理できるホームオートメーションシ
ステムFlexomを顧客に提案しています。

ブイグ・イモビリエが手掛けた集
合住宅 Cœur boisé 〔クール・ボ
ワゼ〕（意味は「樹木で覆われた
都心」）の天然木材を使った正面
NF Logement HQE® 認証と
BBC- Effi  nergie®  認証取得

進歩をもたらす
団結力

デジタル革命と環境保護に関する社会
の将来的なニーズに前もって対応する
ため、ブイグは不特定多数の主体が参
加可能なオープンイノベーションに注
力しています。

エコシステムを尊重
革 新 的 な サ ー ビ ス を 創 意 工 夫 で き
る よ う に 、 様 々 な 外 部 パ ー ト ナ ー
た ち （ 顧 客 、 仕 入 先 、 起 業 家 、 大
学、研究所など）の知識と技量を大
いに活用しています。この点、ブイ
グ ・ テ レ コ ム で は 、 顧 客 の 要 望 や
意見に耳を傾けながらサービスの向
上を図る目的で、カスタマー委員会
（一種の顧客コミュニティー）を立ち
上げました。

一方、ブイグ・コンストラクションで
は、「自宅で快適なシニアライフ」を
テーマにして、皆で知恵を出し合う場

(a)  自然から得られる一次資源（水、エネルギー、原料）
の浪費を抑制しながら、財とサービスを産出するこ
とを目標に掲げる経済コンセプト
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を設けています。そこでは家主、社会
学者、作業療法士、介護士、ボランテ
ィアなどからなる横断的作業グループ
が中核になって、シニアの新たなニー
ズに応えられるような居住環境を、当
事者たちと一緒に構築する方法を検討
するのです。

協働のオープンイノベーション
画期的なイノベーションを奨励するた
めに、起業家のネットワークと協働す
るだけでなく、グループ内の事業部門
ごとにインキュベーション（起業支
援）組織や、投資ファンドを設置して
います。2008年に始まったこの取り
組みは、Bouygues Développement 
社がグループ全体を総覧する形で進め
られています。これが功を奏して、こ
れまでに既に数十社のスタートアップ
企業が巣立ちました。さらには、「サ
ーキュラー・エコノミー」と「持続可
能な街」をテーマにした作業グループ
を創設して、責任ある都市計画を一層
考慮した新サービスの開発を加速して
います。

デジタル化とともに自己変革  
ビジネスのパフォーマンスと柔軟性を向
上させていくため、積極的にデジタル革
命に参加して、製品・サービス・事業プ
ロセスの刷新を試みています。

その関連で2016年に開催した「デジタ
ル変換の日」には、グループ内各事業
部門の代表者に加えて、20社ほどのス
タートアップ企業とサプライヤーが集
まりました。当日の中心的な題目とし
ては「優れた実践の共有」、「共通の
諸問題に関する意見交換」、及び「革
新的なスタートアップ企業の発掘」の
3点でした。

実際、グループの建設関連事業におい
ても、工事物件の設計や施工方式を最
適化するうえで、3D動態モデル化のデ
ジタル技術が大いに役だっています。

象徴的な例を挙げれば、デジタルモデ
ルのBIM（ビルディング・インフォメー
ション・モデリング）が、数多くのイ
ノベーションに道を開くものとして、
今では建設関連事業で広く使われてい

皆で一緒に自己変革していくこと
がデジタル転換に関わるチャレン
ジの中心テーマ

責任ある購入
ブイグのグループ企業はサプライ
ヤー（仕入先）に対して、人権の
尊重、作業の安全性、環境の保護に
十分に配慮するように要請していま
す。特に自社の現場にサプライヤー
が関与する場合には、ブイグの順守
レベルにきちんと合わせてもらって
います。サプライヤーは、何らかの
義務違反が見つかった場合には現場
の責任者にそれを報告する責任を負
います。

ブイグが策定したCSR（企業の社会
的責任）憲章は、社会問題や環境問
題に関して、サプライヤーや下請先
の姿勢に注意を払う義務を表明して
います。そして、購入契約を結ぶ際
にはこの憲章を必ず添付することに
なっています。
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した。また、ブイグ・コンストラクショ
ンでは、職人が直接使えるように3D図
面をセットする「BIMキャビン」を展開
し始めています。

あらゆる才能を歓迎 
従業員の採用時だけでなく入社後のキャ
リアにおいても、スタッフが持つ各種の
資格や経験を尊重しています。

ブイググループは、「男女の共同参画
は豊かさをもたらすのだ」という信念
を堅持しています。それゆえ、男性ス
タッフが主流の建設関連事業において
も、できるだけ多くの才能ある女性を
迎えることを目標に掲げています。こ
の結果、フランス本国の場合、管理職
に占める女性の割合が過去3年間に3ポ
イント上昇しました。

また、地域の発展に貢献するため、大
規模な工事案件が発生したときには、
地元の長期失業者を率先して雇用するプ
ログラムを必ず実施しています。テー・
エフ・アン（TF1）も同様の趣旨から、
いわゆる「優先地区」出身の若者らを優
先的に雇う運動を進めています。

ます。プロジェクトのライフサイクル
全体にわたるオペレーションや、各事
業パートナーとの契約関係を改善して
いくことがその狙いです。2016年、ブ
イグ・コンストラクションがdatBIMと
結んだパートナーシップは、サプライ
チェーンを結合することにより、建設
関連部門でBIMを展開する新ステップ
になりました。

全員が享受
できる進歩
ブイググループで働くスタッフは老若
男女を問わず、「尊重」、「信頼」、
「公平」の価値観を分かち合っていま
す。責任をもって熱心に仕事に取り組
む彼らは、世の中全体にとって有益に
なるような活動実績を絶えず向上させ
る役割を果たしているのです。

仕事のやり方の進化
快適かつ効果的な勤務環境で機敏に仕事
ができるように、ブイググループでは新
たな労働組織形態を普及させています。
すなわち、「コワーキング」（作業スペ
ースの共用やネットワークによる協働を
ベースとする勤務編成）、コラボ方式、
協同デジタルツールなどです。

加えて、工事現場における職人の仕事の
やり方も進化しています。例えばコラス
は、現場の重労働を軽減する「パワード
スーツ」（ロボットスーツ）を開発しま

ソーラーロード Wattway の初の
大規模施工が2016年末にオルヌ
県でスタート

スタッフの公民活動
グループ会長のマルタン・ブイグ
は、従業員が国内で政治活動を行
える可能性を高めるための仕組みを
2006年に整えました。

スタッフが議員候補になったり議員
活動を行ったりしたために、社内で
不利な扱いを受けることがないよう
にすることがその目的です。この仕
組みの中には、利益相反を防止する
特別措置も含まれています。

グループ内の倫理規定
業務行動に関する厳格な倫理原則を
貫徹するため、しかるべき行動規範
と基本的価値観を守ることを社員た
ちに強く奨励しています。当該の規
範と基本的価値観は、倫理コードと
コンプライアンス計画の中に取りま
とめられています。競争法規、汚職
防止、財務情報、株式取引、利益相
反に関するコンプライアンス計画
は、倫理コードを補完し例証する役
割を果たしています。

なお、2017年には、輸出禁止や輸出
制限に関する新たなコンプライアン
ス計画が発表される予定です。
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アイスランド・ケプラヴィーク国
際空港で働くColas Islande 社の
Helga Rún Hlöðversdóttir さん

社風としての
従業員持株制度
SCDMと並んで大きなウエートを占
める従業員株主は、2016年12月31
日現在、全体の20.2％の株式を所有
しています（CAC 40 種銘柄中トッ
プの比率）。

ブイググループでは、国内外におい
て従業員貯蓄奨励制度を設けてお
り、現在5万4000人のスタッフがこ
れに加入しています。また、2016
年度は、Bouygues Confiance 
n°8（ブイグ信頼№ 8）と銘打っ
た第三者割当増資が従業員を対象に
実施されました。

さらに、体の不自由な人たちに活躍
の場を提供することも、ブイグの人
材方針の中にしっかり組み込まれて
います。

皆で一緒に前進  
スタッフの人材価値（どこで雇われて
も通用する人材価値）を高め、プロと
しての能力を磨いてもらうために従業
員研修プログラムへの参加を奨励してい
ます。デジタル化されているこのプロ
グラムには次の2つの利点があります。

•  研修コンテンツの利用制約を縮小 

•  各人の作業義務に合わせた研修コース
を提案  

新人スタッフは、グループ内の指南役か
ら「コーチング」を受けることで、プロ
のネットワークに依拠しながら能力を高
めていくことができます。

また、様々な系列会社が提供するポス
トを内部告示していることも、スタッ
フにとっては、グループ内で自分が躍
進できる可能性を見通しやすくなって
います。2016年を例に取ると、イント
ラネット上に掲示された提供ポストの平
均件数は前年比で45％増加しました。

最高の業務成績を志向 
製品やサービスのクオリティを不断に
改善して行くには、現場の担当者が先
頭に立つ必要があります。ですから、
彼らは「無駄のない管理」という社是
にもコミットしているのです。経営上
の機能不全を解決する方法となるこの
社是は、スタッフ同士の業務体験に基
づいて策定されるものです。各事業部
門の知見を持ち寄る方式をベースにし
て、横断的な作業グループや協働ネッ
トワークを築くことにより、各種プロ
ジェクトの独創性と品質を高めること
が可能になります。

社会へのコミット 
ブイググループの系列企業は全て、
企業市民としての活動に従事していま
す。それは地域協力の形を取ることも
あれば、メセナの形を取る場合もあり
ます。例えばフランシス・ブイグ企業
財団は、経済的な問題を抱える約60
名の優秀な高校生に対して、大学進
学のための奨学金を毎年給付していま
す。2005年の財団創立以来、合計700
人近くの高校生がこの金銭的支援と保
証人（ブイグ従業員又は元奨学生）の
バックアップを受けました。

ブイグ • 2016年度事業概要 • 9



スタッフ職位

グループ従業員の
労働災害度数率(a)

•  管理・技術職

• 現場職人

• 管理職

•  事務・技術職等

地域別従業員数（人）

北米 
5,567

中南米 
1,154

フランス国内 
66,054 

アジア・太平洋
13,113

アフリカ・中東 
14,893

国外ヨーロッパ 
17,216

 
従業員総数
11万8000人

「男女の違いを問わず全ての従業
員はブイググループにとって一番
の宝である」（グループの人材憲
章より）

 
新規雇用者数
3万2400人

「前途を嘱望される有能な人材
を迎え入れてイノベーションを
発展させる」（グループが掲げ
る目標）

グループ従業員
（2016年12月31日現在）

絶対的優先事項として
の保健衛生と安全
特に建設関連各社においては、下請け業
者や手配業者等の協力も仰ぎながら、現
場の安全強化、作業の苦痛緩和、薬物
依存予防のための各種措置を大々的に
展開しています。また、交通事故防止
や社会的心理問題にもしっかり取り組
んでいます。

(a) 度数率＝労災件数 x 100万 ÷ 延労働時間数

（データは国内外）

フランス国外 フランス国内

33%

29%

38%
55%

45%

20162014 201520112010 2012 2013

5.6 5.45.7 6

7.3
6.3 6.6

事業部門別従業員数（人）

テー・
エフ・アン
3,107

ブイグ・
テレコム 
7,334

ブイグ・
コンストラク
ション

50,132

ホールディング
カンパニー等

528

コラス

54,837
ブイグ・
イモビリエ

2,059

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

DÉVELOPPEMENT DURABLE

EAU NATURE NATURE CYCLE AVANCEMENT

MOBILITÉ

VOITURE VOITURE TRAIN

DATAS

ÉVOLUTION DIAGRAMME

CAMION

EUROS

VÉLO

DOCUMENTS HORAIRE ZOOM
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2016年度グループハイライト

高さ314メートル 
ブイグ・コンストラクションが2016年8月
に引き渡した「マハナコン」タワーはタイ最
大の高さ（314メートル）を誇ります。ドイ
ツ人建築家オーレ・シェーレンの設計による
この超高層ビルは、まるで空中で溶解してい
るような印象を与えます。

2880枚の太陽光発電敷石
2016年10月、セゴレーヌ・ロワイヤル環
境・エネルギー・海洋大臣の立会いのもと
で、オルヌ県でWattway がスタートしま
した。コラスが開発したこのソーラーロー
ドは、2880枚の太陽光発電敷石が作動し
て、1キロメートル区間当たり年間280 メ
ガワット時の電力を生み出します。

総面積16万平方メートル
ブイグ・イモビリエは、エコタウン「ZAC
エトワール アヌマッス・ジュネーヴ 」の
整備を行います。総面積16万平方メートル
の区域に新築住宅と商業施設を展開するもの
で、2019年に最初の引渡しを開始する予定
になっています。

20年間の実績
ブイグ・テレコムは1996年のサービス開始
以来20年間にわたり、顧客のデジタルライ
フ支援企業としてイノベーションを続けて
きました。2016年現在、総カスタマー数は
1610万人に達しています。

1930万人の視聴者
TF1局は、サッカー EURO 2016 の準決勝
（フランス対ドイツ）の放送で、当年度最
高の1930万人のテレビ視聴者数を記録し
ました。

1. タイの「マハナコン」タワー　 　 2. アン県ディボン
ヌ・ﾚ・バンの駅前整備プロジェクト（ブイグ・イモビリ
エ） 　 　3. ヴァンデ県で6月に試験的にスタートしたソ
ーラーロード Wattway（コラス）　 　 4. 通信の広告キ
ャンペーン（ブイグ・テレコム）　 　 5. UEFA 欧州選手権
（EURO）に備える記者たち（TF1 局）

1

2

43

5

環境重視
ブイグは2016年10月、CDPから「気候変動
Aリスト」（最高評価）に選定されました。
これは、気候変調問題に対する優れた取り組
みが評価されたことの証です。

ブイグ • 2016年度事業概要 • 11



ブイグ本社
マルタン・ブイグ 
会長兼CEO

オリヴィエ・ブイグ 
CEO代行

フィリップ・マリアン 
CEO代行

オリヴィエ・ルサ 
CEO代行

ジャン＝フランソワ・ギユマン 
事務本部長

5傘下企業
フィリップ・ボナーヴ 
ブイグ・コンストラクション 
会長兼CEO

フランソワ・ベルティエール 
ブイグ・イモビリエ 
会長兼CEO

エルヴェ・ルブック 
コラス会長兼CEO

ジル・ペリッソン 
テー・エフ・アン 
会長兼CEO

オリヴィエ・ルサ 
ブイグ・テレコム 
会長兼CEO

マルタン・ブイグ 
会長兼CEO

オリヴィエ・ブイグ 
CEO代行

フランソワ・ベルティエール 
ブイグ・イモビリエ 
会長兼CEO

シリル・ブイグ 
SCDMパルティシパシオン 
常任代表

エドワール・ブイグ 
SCDM常任代表

フランシス・カスタニェ 
従業員代表

ラファエル・デフレッセル 
従業員代表

クララ・ゲマール(a) 
レイズ共同創立者

アンヌ＝マリー・イドラック(a) 
トゥールーズ・ブラニャック空港 
監査役会会長

パトリック・クロン 
トリュフ・キャピタル会長

エルヴェ・ルブック 
コラス会長兼CEO

エルマン・ルパ・ 
ドセシュヴァル(a) 
ヴェオリア・グループ事務本部長

コレット・ルヴィネール(a) 
キャップジェミニ 
会長アドバイザー

サンドラ・ノンブレ 
従業員株主代表

ローズ＝マリー・ヴァン・ 
レルベルグ(a) 
BPIグループ 
シニアアドバイザー

ミシェル・ヴィラン 
従業員株主代表

(a) 取締役会により独立社外取締役に指定

グループの組織と主要数値

メディア

43.9%
（1987）

通信

90.5%
（1994）

建設関連事業

100%
（1952）

96.6%
（1986）

土木建築 不動産 交通インフラ

100%
（1956）

簡易組織図
（2016年12月31日現在）

経営陣
（2016年12月31日現在）

取締役会 
（2016年12月31日現在）

28.3% (a) 
（2006）

(a) フランス政府に対する20％の株式貸出分を含む

S A N S  B A S E L I N E
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20152015 2016 2016

32,428 31,768

売上高

1株当たり純利益(a)   
（単位：ユーロ）

1株当たり配当 	
（単位：ユーロ）

正味金融債務

調整前営業利益 連結当期純利益

941

2015 2016

2,561

1,866

2015 2016

1.60 1.60(b)

1 ,121

各事業部門におけるフリーキャッシュフロー(a)推移
（単位：100万ユーロ）

• 建設関連事業	 • テー・エフ・アン	 • ブイグ・テレコム

(a)	� フリーキャッシュフローはグロスキャッシュフローから正味金融費用、支払税額、及び正味事業投資を差し引
いて算出され、運転資金の増減分は含まれない

(b)	周波数帯購入分を除く

2015

403

2016

732  (a)

(a) 連結範囲と為替レート一定の場合 (a) �高速道路A41運営会社Adelac及びA63運 
営会社Atlandesへの出資分と鉄塔譲渡に係わる 
2億5100万ユーロの正味譲渡益を含む

(a)	特別損益分を除いた連結当期純利益
(b)	2017年4月27日の株主総会で提案（支払いは2017年5月5日） 

2015 2016

1.19

2.11

グループ主要数値（2016年12月31日現在）　
（単位：100万ユーロ） 　

ブイググループには多様な事業
部門が存在するおかげで、全体
として安定的なキャッシュフロ
ー水準を保っています。2007
年－2014年は、景気の変動に
もかかわらず、年平均で約10
億ユーロのフリーキャッシュフ
ローを維持しました。2015年
のキャッシュフロー創出力はか
なり落ち込んだものの、2016
年には、各事業部門のビジネス
戦略が奏功して上伸傾向を回復
しています。 

2012(b) 2013 2014 2015(b) 20162011(b)2010200920082007

51
3

530

2007

2%減 (a)

19%増
82%増

6億9500万ユーロ減横ばい77%増
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ブイグ株式

4月27日木曜日
サン＝カンタン＝アン＝イヴリー
ヌの Challenger でブイグ株主総会

5月17日水曜日
2017年度第1 四半期の業績発表

8月31日木曜日
2017年度上半期の業績発表

11月16日木曜日
2017年度第3 四半期までの
業績発表

2017年度日程
追加情報（英語）
決算結果に関する全有用情報

• ブイグ株価    • ダウユーロ50種株価指数

(a) 2015年12月31日現在との対比

2016年初頭以降の株価推移
終値（単位：ユーロ）

34

36

38

32

30

28

26

24

2016年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2017年1月

36.54 ユーロ
2015年12月31現在

34.04ユーロ
6.8%ダウン(a)

2016年12月30現在

3291ポイント
0.7%アップ(a)

2016年12月30日現在

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

(a) 2017年4月27日の株主総会で提案（支払いは2017年5月5日）

株価と配当利回り 

 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

終値 
（単位：ユーロ）

32.26 24.35 22.40 27.42 29.98 36.54 34.04

1株当たり配当 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 (a)

平均配当利回り 4.8% 5.7% 7.7% 6.7% 5.2% 4.6% 5.2%

スマートフォンでQRコードを
読み取ってください
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(a)	 連結対象企業の営業権
(b)	持分適用分を含む（付随する営業権込み）
(c)	 フェアバリュー表示による債券ヘッジ分
(d)	�高速道路A28運営会社への出資分譲渡関連（2015年）、発表済み通信基地譲渡

関連（2016年）
(e)	� 高速道路A28運営会社へのブイグ・コンストラクション出資分譲渡等の影響（2015

年 7000万ユーロ）、高速道路A41運営会社へのブイグ・コンストラクションとコラ
ス出資分譲渡の影響（2016年 1億2900万ユーロ）を含む

(f)	� 各事業部門の特別損益再処理（2015年と2016年）、ブイグ・コンストラクション
関連会社の損益再処理、高速道路A41運営会社へのブイグ・コンストラクション
とコラス出資分の正味譲渡益再処理、高速道路A63運営会社へのコラス出資分
の正味譲渡益再処理

(g)	� ブイグ・テレコムによる700MHz周波数帯取得費4億6700万ユーロを含む（2015年）
(h)	�Eurosport International株譲渡分の4億9000万ユーロ（2015年）及びアルストム

の自社株買い（2016年）を含む

資産の部 2015 2016

有形及び無形固定資産 8,654 8,746
営業権(a) 5,261 5,367
非流動金融資産 (b) 3,943 2,952
その他非流動資産 352 367
非流動資産合計 18,210 17,432
各種流動資産 11,784 12,535
現金預金等 3,785 4,749
金融商品(c) 21 17
流動資産合計 15,590 17,301
売却見込み保有資産・事業(d) 35 121

資産合計 33,835 34,854

純資産及び負債の部 2015 2016

自己資本 7,865 8,140
非支配株主持分 1,428 1,280
純資産合計 9,293 9,420
長期金融債務 5,305 6,180
非流動性引当金 2,160 2,199
その他非流動負債 97 159
非流動負債合計 7,562 8,538
短期金融債務 831 265
各種流動負債 15,918 16,444
短期銀行借入等 196 168
金融商品(c) 35 19
流動負債合計 16,980 16,896
売却見込み保有事業の関連負債

純資産・負債合計 33,835  34,854
正味金融債務 2,561 1,866

2015 2016
売上高 32,428 31,768
調整前営業利益 941 1,121
その他営業収支 (273) (174)
営業利益 668 947
金融費用 (275) (222)
その他金融収支 6 41
支払税 (118) (249)
持分法投資損益等(e) 199 267
調整前当期純利益 480 784
非支配株主に帰属する
当期純利益 (77) (52)

親会社株主に帰属する
連結当期純利益 403 732
例外的要素(f) を除く当期純利益 489 632

連結損益計算書
（単位：100万ユーロ）

2015 2016
営業キャッシュフロー

グロスキャッシュフロー 2,067 2,504
支払税額 (194) (280)
運転資金増減 203 194
A - �営業活動によるキャッシュフロー 2,076 2,418

投資キャッシュフロー

正味事業投資(g) (1,890) (1,638)
その他投資関連(h) 1,194 933
B - �投資活動によるキャッシュフロー (696) (705)

財務キャッシュフロー

配当金支払 (737) (662)
その他財務関連 (1,106) (31)
C - �財務活動によるキャッシュフロー (1,843) (693)

D - �現金及び現金同等物に 
係る換算差額 143 (29)

増減額 （A + B + C + D）及び
非金銭的フロー (321) 992

キャッシュの期首残高 3,910 3,589

キャッシュの期末残高 3,589 4,581

連結キャッシュフロー計算書
（単位：100万ユーロ）

連結貸借対照表
（12月31日現在　　単位：100万ユーロ）	

グループ決算概要
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持続可能な
望ましい街づくり
を目指して
建設関連事業はインフラ、持続可能な建物、
及び交通に関するニーズの高まりに応えています。
そのために、自らを取り巻く世界の動向に注意を怠
らないスタッフの熱意と創造力を大事にしています。

2016年度キーデータ

総従業員数

10万7028人

調整前営業利益

8億7900万ユーロ （6％増）

総売上高

250億ユーロ 
（4％減）

S A N S  B A S E L I N E
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セーヌ川セガン島の音楽施設「セーヌ・ミュージカル」
（2017年1月にブイグ・コンストラクションが引き渡し
た当施設は、 坂茂とジャン・ドガティンヌが共同設計
したもので、1日に3つの音楽イベントを開催すること
が可能）
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世界90ヶ国近くで建設関連事業を展
開しているブイグは、当該セクターの
ワールドリーダーの仲間入りをしてい
ます。

世界的レベルでの人口増加、都市化、
新環境問題などのために、建物・イン
フラ・各種サービスに対する需要が大
幅に高まっています。ブイグはこうし
た需要にうまく対応しながら、長期的
な成長が見込める分野に足場を築いて
います。

斯業においては、「イノベーション」
、「持続可能な建設」、「顧客満足」
の3つを支柱にして、採算の取れるサス
テイナブルな成長を追求する戦略を採っ
ているのです。この点は、土木建築、
不動産開発、交通インフラ整備、エネ
ルギー生産などの各ビジネスに共通す
る方針です。

優位性

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

世界的に 
認められた 
技量

• � 複合プロジェクト（橋梁、都市
トン 
ネル、高層ビル）に関する高
度な 
ノウハウ

• � 経験と熱意をそなえたスタッフ

• � 地元に根付いた傘下企業を通じ
て世界5大陸でプレゼンス

• � 目指す大型プロジェクトの達成 
に向けてスタッフを適宜に動員

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

斬新な
高付加価値
サービス

 
• � 建設に関わる全バリューチェー

ンをカバーするフルサービス（
用途分析、解体除去、設計、建
築、メンテナンス、利用者サー
ビス） 

• � 顧客の新ニーズにいち早く対
応する積極的な研究とイノベー
ション

• � 環境問題に対処するための優
れたメルクマールやソリューシ
ョンを 
始動又は計画中

HABITAT

ESCALIERS IMMEUBLE MAISON CONSTRUCTION CONSTRUCTION CONSTRUCTION DRONE

HOMME

PEOPLE & IMAGINATION

FEMME ENTENDRE VOIR RELATIONNEL ENTHOUSIASME

INTERNATIONAL CRÉATIVITÉ COMMUNICATION MUSIQUE IDÉEINNOVATION

大きな 
適応能力
 

• � 経済サイクルの管理キャパシ
ティ

• � 状況に機敏に対応できる組織と 
柔軟な資源管理

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

多様な 
受注先

• � フランス国内外で高水準の受注 
残高を維持

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

堅固な 
財務体質

•  豊富な手元流動性

• � 安定的なキャッシュフロー 
創出力 
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レユニオン島の「沿岸新高速道路」（ラ・グ
ランド・シャループとラ・ポセシオンの連絡
路で、コラスが沿岸道路部分とインターチェ
ンジを施工）

2016年度ハイライト
大型受注案件
•  イギリスのヒンクリー・ポイントC原子力発電所

（EPR型原発）

•  モナコの埋め立て拡張工事（新ポルティエ）

•  フランスのカレー港拡張

•  超高速ブロードバンドのデジタルネットワークの展
開と運営（ノール県とパ＝ド＝カレー県）

•  ハンガリーの高速道路M35の1区間

•  アルジェリアの地下鉄A・C路線拡張

•  エコタウン「ZACエトワール アヌマッス・ジュネ
ーヴ 」整備と、アン県ディボンヌ・レ・バンの駅
前整備（UrbanEra® アプローチによる）

•  ナンテールのGreen Office® Spring（Icade社への
売却物件）

進行中の工事
•  セーヌ川セガン島の音楽施設「セーヌ・ミュージ

カル」

•  香港国際空港とテュンムン（屯門区）とを結ぶ海底
道路トンネル

•  マカオの「シティーオブドリームズ（新濠天地）」
のホテル「モーファイス（沐梵世）」

•  ベルファストのバイオマスガス化工場

•  パリのパレ・ド・ジュスティス（パリ司法宮）

•  マルセイユのL2バイパス

•  ニーム・モンペリエ間LGV鉄道バイパス線

•  BBCA（低炭素建物）認証を取得したフランス最大
の商業ビルGreen Office® Enjoy

引渡し済み物件
•  タイの「マハナコン」タワー

•  ロシア正教の大聖堂「スピリチュアル文化センタ
ー」（パリに建築）

•  ナンテールのGreen Home

•  企業向け共同勤務スペースNextdoor
（イシー＝レ＝ムリノー、ラ・デファンス地区、
リヨン駅の3箇所）

イノベーション
•  オンライン・インテリジェント住宅Flexom

〔フレックソム〕を初めて全国スタート

•  ソーラーロードWattwayの初の試験運用

•  「BIMキャビン」の展開（前述参照）

譲渡関係
•  高速道路A41運営会社Adelac及びA63運営会社

Atlandesへの出資分譲渡
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建設関連事業 
売上高の地域別内訳

南北アメリカ 
33億4000万ユーロ （13%）

フランス国内 
133億7000万ユーロ （53%）

アジア・オセアニア 
22億5000万ユーロ （9%）

アフリカ・中東 
13億9000万ユーロ（6 %）

国外ヨーロッパ
46億5000万ユーロ （19%）

総額250億ユーロ

ニーム・モンペリエ間鉄道バイパス線
（ガール県オボールの軌道敷設）

2016年度概況
ブイググループの建設関連事業は当年

度に非常に優れた営業成績を収め、期

待通りに採算性の上伸傾向を回復させ

ました。市場の動向に組織を適合させ

るなどの戦略的選択が功を奏して、新

たなビジネスチャンスを逃さない態勢

を整えることができました。

非常に好調な業績
斯業全体の2016年末受注残高は、過

去最高の302億ユーロ（前年比4％

増）の水準に達しました。フランス

国内の業況は横ばいでしたが、国外

においては狙い通りの発展を遂げるこ

とができました。この結果、ブイグ・

コンストラクションとコラスの国外受

注残比率は58％を記録しました。

ブイグ・コンストラクションの受注額
は、前年度比6％増の126億ユーロに上
りました。その中には、イギリスのヒ
ンクリー・ポイントC原子力発電所、モ
ナコの埋め立て拡張（新ポルティエ）、
国内の複数県内におけるFTTH〔光ファ
イバーを家庭へ〕ネットワーク、フラ
ンスのカレー港拡張、パリ近郊デファ
ンス（ビジネス地区）のAltoタワーな
どの大型案件が含まれています。

ブイグ・イモビリエの住宅予約販売高
は、前年度比19％増の23億ユーロを
計上しました。低金利傾向、Pinel〔ピ
ネル〕減税措置、PTZ〔ゼロ金利貸出
制度〕の拡張といった好条件が追い風
になりました。オフィス・商業ビル関
連では、即入居可能なターンキー方式
や、環境配慮型「グリーンビル」に注
力する戦略が当たって、2015年度比
2％増の4億9500万ユーロの予約販売
高を記録しました。

コラスが手掛けている国内の道路施
工はここ数年にわたって低迷しまし
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たが、当年度には落ち着きを見せまし

た。2016年12末のコラスの受注残高

は前年度比1％増の71億ユーロの高水

準を維持しました。大きな施工案件と

しては、中東の地下鉄路線拡張、英国

バーミンガムの市街電車網、ハンガリ

ーのバイパス道路、国内のガスパイプ

ラインの敷設などが挙げられます。

期待通りの採算性向上
斯業の総売上高は前年度比4％減の250

億ユーロになりました（連結範囲と為

替レート一定の場合は1％減）。調整

前営業利益率は前年度比0.3ポイント

増の3.5％と、2016年度目標に沿った

水準に達しました。営業利益は前年度

比8400万ユーロ増の7億8100万ユー

ロ、当期純利益は7億5400万ユーロを

記録しました。この当期純利益には、

高速道路A41及びA63運営会社出資分

譲渡益も合算されています。2016年末

現在（配当金先払い前）の正味現金は

43億ユーロの高レベルになりました。

ル・アーヴルとルーアンを結ぶブロ
トン橋の改修

ブイグ・コンストラクションと
コラスの受注残高
（12月末現在）

• フランス国外

• フランス国内

58%

42%

建設関連事業の現金持高
（12月31日現在　　単位：億ユーロ）

2016

43

2015

38 5(a)

38

(a)  2016年配当金先払い分（ブイグ・コンストラクションの
2億5000万ユーロ、コラスの1億7800万ユーロ、ブイグ・
イモビリエの9000万ユーロ）
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ロシア正教の大聖堂「スピリチュ
アル文化センター」（パリで設計・ 
建築）

アジアで活動するブイグ・コンストラ
クションのスタッフ
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調整前営業利益率 （%）

63

57

2015

120

2016

118

63

55

2015

349

2.9%

2016

326

2.8%

• フランス国外

• フランス国内

ブイグ・コンストラクションは「持
続可能な建設」のリーダーとして、
企業の社会的責任（CSR）にコミッ
トしています。当社は、顧客とスタ
ッフにとって有用なオープンイノベ
ーションこそが最大の持ち味である
と考えています。

世界80ヶ国に進出している当社は、建築、
インフラ、製造の各分野において、様々な
プロジェクトの企画・実施・運営を手がけ
ています。

建物関連

住宅、大学、その他学校、病院、ホテル、 
オフィスビル、競技場、空港など

インフラ関連

橋梁、トンネル、一般道路、高速道路、 
鉄道、港湾、市街電車、地下鉄、スポーツ施
設、娯楽施設、港湾地帯、公共照明、デジタ
ル網など（管理運営を含む）

製造関連 

エネルギー網施設、エネルギーパフォーマン
ス、再生可能エネルギー、工業建築物、電気
工学、機械工学、熱工学、ファシリティマネ
ジメント、工業用地など

従業員数

5万132人
（2016年12月31日現在）

売上高 
（単位：億ユーロ）

当期純利益
（単位：100万ユーロ）

調整前営業利益
（単位：100万ユーロ）

追加情報
> www.bouygues-construction.com
> Twitter : @Bouygues_C

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

• フランス国内

• 国外ヨーロッパ

• アジア・中東

• 南北アメリカ

• アフリカ

受注残高の地域別比率
（12月末現在）

42%

33%

16%

5%
4%

2016

320

2015

276
29

74

90

2015

193

2016

202
25

87

90

• 5年以上分

• 2－5年分

• 1年未満分

受注残高
（12月末現在　　単位：億ユーロ）
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新ミックスタウン Nanterre Coeur 
Université〔ナンテール・クール・ユニヴ
ェルシテ〕（総面積7万6000平方メートル
のタウンの中には様々な施設が共存）

ブイグ・イモビリエ本社
で打ち合わせ
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2015 2016

167

138

6.0%

2015 2016

2,568
2,304

315
468

1,989 2,100 6.5%

• �オフィス・商業ビル

• 住宅

調整前営業利益率（%）

売上高
（単位：100万ユーロ）

2015 2016

91
77

当期純利益
（単位：100万ユーロ）

2015 2016

13,866
12,195

3,961

3,632

8,234
10,234

• 区画数

• 戸数

住宅予約販売数

2015 2016

2,838
2,450

487
495

1,963  2,343

• �オフィス・商業ビル

• 住宅 

予約販売高
（単位：100万ユーロ）

調整前営業利益
（単位：100万ユーロ） 

都市の開発運営企業であるブイグ・ 
イモビリエは、持続可能な発展とイノ
ベーションの面で先駆的な戦略を推進
しています。

当社は住宅、オフィスビル、商業設備、「持
続可能な街」などのプロジェクトを実施して
います。そして多年に渡って、各種の不動産
計画に適合するような低炭素ソリューション
の開発に取り組んでいます。

住宅関連

顧客の新たな習慣に対応できるように、柔軟
にカスタマイズした住宅に注力

ビジネス関連

即入居可能な「ターンキー方式」ビル、
既 存 オ フ ィ ス ビ ル の 環 境 配 慮 型 再 開 発 
Rehagreen®、プラスエネルギー型建物 
Green Office®、斬新な共同勤務スペース
Nextdoor

街の整備

UrbanEra®アプローチにより、持続可能な
ミックスタウン計画を推進。社会的紐帯、地
域エコシステム、及び経済発展を促進する身
近な諸機能を統合

従業員数

2059人
（2016年12月31日現在）

追加情報
> www.bouygues-immobilier.com
> Twitter : @Bouygues_Immo

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER
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マルセイユのL2バイパス
（全長9.7kmのバイパスのおかげで、
各地区間の交通を確保しつつ市内の
車道を削減）

ノール県高速道路A25の車道補修
工事に携わるスタッフたち
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2015 2015

20152015

2016 2016

20162016

110

386

71355

120

344

70

234

59 
52

61
2.9%

58

3.5%

• フランス国外

• フランス国内

• フランス国内

• 北米

• 国外ヨーロッパ

• その他

• 道路施工

• �建設資材販売

• �専門業務

52%16%

23%

9%

68%

14%

18%

調整前営業利益率（%）

売上高
（単位：億ユーロ）

当期純利益
（単位：100万ユーロ）

分野別売上比率 地域別売上比率

受注残高
（12月末現在　　単位：億ユーロ）

調整前営業利益
（単位：100万ユーロ）

コラスは交通インフラの構築と保守の
トップ企業です。当社は交通、都市
化、及び環境の諸課題に応える活動を
行っています。

世界五大陸50ヶ国以上に拠点を持つコラス
は年間9万件の工事をこなし、ほとんどの業
務に係わる資材の生産とリサイクル活動を一
体化させています。

道路施工

一般道路、高速道路、滑走路、港湾施設、物
流基地、都市整備、レジャー整備、公共交通
専用レーン（市街電車やバスなど）、土木施
設、建物などの建設と保守。骨材、乳剤、舗
装材、生コンクリート、アスファルトなど建
設資材の生産・リサイクル・販売

専門業務

鉄道（ 企画、エンジニアリング、建設、刷
新、保守）、防水膜、道路安全標識、ネッ
トワーク

従業員数  

5万4837人
（2016年12月31日現在）

追加情報
> www.colas.com
> Twitter : @GroupeColas

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

S A N S  B A S E L I N E
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全視聴者向けの
テレビとデジタル
コンテンツ

2016年度キーデータ

フランスの先導的メディアグループのテー・エフ･アン
（TF1）は、世の中に情報を伝え人々を楽しませるこ
とを使命としています。TF1グループは様々な視聴者
層に対して、テレビ、スマートフォンなどの全媒体を
通じて、一味違う内容を盛り込んだ番組を提供して
います。

従業員数

3107人

調整前営業利益

1億2900万ユーロ （18％減）

売上高

20億 6300万ユーロ 
（3％増）
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La vengeance aux yeux clairs〔澄んだ瞳の
復讐〕（2016年度最高視聴率を記録したテレ
ビシリーズ）などの”感動間違いなし”のフィクシ
ョン番組を放送
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TMC局の情報バラエティ番組
Quotidien〔コティディアン＝日常〕
で司会を務めるヤンヌ・バルテーズ

特徴と戦略
フランス国内のトップ民放テレビグル
ープであるTF1は、5つの無料テレビ局(a) 
と複数の有料テレビ局を運営していま
す。TF1はデジタル技術を含む全手段
を活用して、格段に充実したコンテン
ツを視聴者にお届けしています。

その際は自前の各放送局向けの番組制
作に加えて、国内や欧州の他局向けの
番組制作も発展させています。また、
テレビショッピング、ボードゲーム、
ミュージック、ショーなどのバラエテ
ィ関係にも力を入れています。

TF1グループは「マルチチャンネル」、
「マルチメディア」、及び「マルチビ
ジネス」を軸にしたビジネス戦略を実
施するに当たり、次の3点を主軸にし
ています。

•  テレビ界をリードする看板番組を
パワーアップ

  高視聴率が取れる番組を提供すること
で広告主にとってのTF1局の利用価値
を高める

•  無料テレビ局のポートフォリオを
最適化

  各局の個性の強化、ターゲットの相
互補完、シナジー効果、バイメディア
（テレビとインターネット）による
番組提供など

•  事業の多角化・コンテンツの豊富化・
視聴者の新規獲得

 特にデジタル技術を活用

上記と並行して組織の簡素化、業務の
デジタル化、及び経費の削減により、
経営の機動性を向上させることも重視
しています。

(a)  TF1、TMC、 NT1、HD1、LCI の5局 （LCI は2016年4
月5日から無料放送開始）

優位性

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

ユニークな
ポジション

•  5つの無料テレビ局 
国内テレビ界の雄であるTF1 
局を含む

•  高視聴率
視聴者の多くを引き付ける番組

•  最適な形で伝播する強力な
ブランドイメージ
テレビとデジタルを融合させた
各種システムを活用 

•   独特の広告チャンス
全プラットフォーム上で
広告主に提供

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

有望な
パートナーシップ

•  European Media Alliance
〔欧州メディア連合〕(a) に加盟

•  Newen Studios を通じて欧州
のメディアや制作会社と提携

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

優れた
イノベーション力

•  スタートアップ企業のインキュベ
ーション、エレクトロニック・ス
ポーツ（e スポーツ）、インター
ネットテレビなど

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

堅固な
財務体質

(a)  ドイツの ProSiebenSat.1 がイニシアチブを取っ
て設立された、ヨーロッパ主要メディアのネット
ワーク機関。その目標は、デジタル分野における
投資の地理的範囲と投資チャンスの拡大。
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• TF1 • TMC • NT1 • HD1 • LCI

(a) データは Médiamétrie の調査による年平均値

(a)  データはMédiamétrie の2016年Médiamat 
(b)  2016年4月5日より無料放送開始

32.0 32.1

22.423.4

3.6 3.8

3.2 3.5

1.8 2.3
0.1

2015 2016

2016年度ハイライト
•  ジル・ペリッソンが TF1の会長兼CEOに就任

•  2016年度テレビ視聴率ベスト100番組のうち
90までをTF1局が放送(a)。サッカーEURO 2016 
の準決勝の放送で1930万人のテレビ視聴者数
を記録 (a)

•  フランスの視聴覚コンテンツ制作・配給会社 
Newen の過半数株式を取得

•  LCI が無料地上デジタルテレビ局に移行 (b) 

•  各プロダクション会社との合意により番組制
作投資を増加（制作面の「依存」を解消する
ため）

TF1グループの
視聴者数シェア(a) （%）

TF1グループの
視聴者数シェア(a) （%）

購買決定者の50歳未満女性4歳以上個人

2016年4月5日より無料地上
デジタル放送が始まったLCI 局
（26チャンネル）

158

7.9%

2015

129

6.3%

20162015

2,004

2016

2,063 調整前営業利益率（％）

売上高
（単位：100万ユーロ）

調整前営業利益
（単位：100万ユーロ）

(a) 特別経費とスポーツイベント分を除く
(b)  TF1、TMC、NT1、HD1の4局合計
(c)  TF1、TMC、NT1、HD1、LCIの5局合計

100

2015

42

2016 2015 2016

当期純利益 
（単位：100万ユーロ）

無料テレビ局
番組関連費(a)

（単位：100万ユーロ）

27.7

21.4

3.1
2.0
1.2

2015

27.4

20.4

3.0
1.9
1.8
0.4

2016

929(b) 960 (c)
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2016年度概況
先導的ポジションを維持
TF1グループは当年度も、フランス民放
テレビ界のリーダーとしての地位を保持
しました。グループ全体の視聴者数シェ
アは「4歳以上個人」の場合は27.4％、
「購買決定者の50歳未満女性」の場合
は32.1％を記録したのです。

TF1局単体でも「4歳以上個人」の視聴
者数シェアを20.4％まで持っていき、
全ジャンルの番組を含めて、2016年
度視聴率ベスト100のうち90までを独
占しました。

4つの地上デジタルテレビ局（TMC、 
NT1、HD1、LCI）では、「購買決定
者の50歳未満女性」の視聴者数シェア
が合計9.7％に達しました（前年度比
1.1ポイント増）(a)。他方、デジタルプ
ラットフォームMyTF1の動画閲覧回
数が2016年度に13億回(b) を記録しま
した。

TF1グループは国産番組をヨーロッ
パで伸ばしていくために、2016年1
月、Newen Studiosの70％の株式を取
得しました。同社は様々な視聴覚コン
テンツ（フィクション、バラエティ、
アニメなど）の制作・配給を手がける
フランス企業です。

当年度の営業成績
2016年度のTF1グループの売上高は、
前年度比3％増の20億6300万ユーロ
でした（2016年1月に子会社化した
Newen Studiosの数値を含む）。5つ
無料テレビ局の広告収入は前年度比1％
ダウンになりました。これは、テレビ
広告市場の顕著な回復が見られなかっ
たためです。

調整前営業利益は、サッカーEuro 
2016の放映費用が生じたために前年度
比2900万ユーロ減の1億2900万ユーロ
を記録しました。なお、2015年度の調
整前営業利益には、Eurosport France
の非連結化に伴って生じた3400万ユー
ロの収益が含まれていました。

営業利益のほうは、8400万ユーロの特
別費を控除した結果4500万ユーロに留
まりました。この特別費の原因として
は、各種の転換費用、LCIの無料テレビ
局化、Newen Studios株式取得、国産
フィクションに関する法令などが挙げ
られます。

当期純利益は4200万ユーロを計上し
ました。

他方、2016年末時点で1億8700万ユ
ーロの正味現金を保有しているおかげ
で、財務面の制約を受けずに、デジタ
ル面やコンテンツの充実を図ることが
可能になっています。

(a) 2016年4月5日から無料放送を開始したLCI局を含む
(b)  新サービス XTRA 、「ライブ」セッション、ニュース

などのコンテンツは除く

1年間の番組制作

1300時間分以上 

番組目録

5500時間分以上

2016年度Newenグループの
制作会社数

30社以上 

看板番組の例 
Versailles〔ヴェルサイユ〕
Braquo〔ピストル強盗〕
Plus belle la vie〔さらに美しき人生〕
Candice Renoir〔カンディス・ルノワール〕
Faites entrer l’accusé〔被告人を入れよ〕
Le magazine de la santé 〔健康ニュース〕

NEWEN STUDIOSの活動

Newen Studios の子会社 Telfrance が
制作した人気サスペンス番組 Candice 
Renoir〔カンディス・ルノワール〕

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

追加情報
> www.groupe-tf1.fr
> Twitter : @GroupeTF1
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1

2

3 4

5

6

1. テレビシリーズ Munch（2016年TF1 放送）と映画 Les Tuche で主演した女優イザベル・ナンティ（TF1局が共同制作した Les Tuche は、2016年2月のテレビ
放送では880万人の視聴者を集めた）　　 2. スタートアップ企業 MinuteBuzz の創業者マキシム・バルビエ（左側）とロール・ルフェーヴル（右側）、TF1会長兼
CEOジル・ペリッソン（中央）　　 3. 右派・中道の予備選挙に関する初のテレビ討論会（2016年放送の政治番組としては最高の26％の視聴率を獲得）　　 4. 市場
調査会社 Universum による人気就職先ランキングで、TF1はトップ100社中の第39位（ビジネススクールの学生にとって大いに魅力的なテレビ関連企業であると評
価される）　　 5. 2016年にTF1局で放送された「サッカーの大型イブニングイベント」　　 6. LCI 局ジャーナリストのオドレイ・クレスポ＝マラ（TF1局の週末ニュ
ース番組でアンヌ＝クレール・クドレイの代役を務める）

ブイグ • 2016年度事業概要 • 33



顧客の
デジタルライフ
の支援のために
フランスの主要な電気通信事業者であるブイグ・
テレコムは、さまざまな利用方式の開発を通じて、
できるだけ多くの人々に最高のデジタル体験を味
わっていただくことを目指しています。

2016年度キーデータ

従業員数

7334人

EBITDA(a)

9億1600万ユーロ 
（22％増）

売上高

47億6100万ユーロ
（6％増）

顧客数

1610万人

(a)  支払利息・税金・減価償却・償却控除前利益
    （すなわち 調整前営業利益 + 減価償却費等 －引当金等戻入額）
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ブイグ・テレコムは信頼できる通信事業者を自任
（顧客がデジタル技術を満喫できるように支援）
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2016年6月にサービス開始20周年を祝賀特徴と戦略
ブイグ・テレコムはできるだけ多くの
人々に、最高のデジタル体験を味わっ
ていただきたいと願っています。その
ために、定評あるモバイル及び固定の
高品質ネットワークと、各種の独自サ
ービスを魅力的な価格で顧客に提供し
ています。 サービス開始20周年を迎え
た2016年度は、日頃のご愛顧に対する
感謝の印として多くのプレゼントをさ
せていただきました。

モバイルインターネットの
新規利用支援
4G面のリーダーシップを強化し続け
ることにより、継続的に自社の差別
化を図っています。2017年1月末現
在、11,047ヶ所の基地局のおかげで
4Gは人口の85％をカバーしています。
これからも新たな基地局づくりを進め

てサービス向上に努め、2018年末ま
でにカバー率を99％まで引き上げるこ
とを目標にしています。他方、モバイ
ルインターネットの利用増加に対応す
るため、自社が保有する複数の周波数
帯を活用しています。

当社は高品質のネットワークと豊富な
サービスを武器にして、モバイルイン
ターネットの見込みユーザーを魅了す
るだけでなく、さまざまな形の新規利
用に対するバックアップも充実させて
います。

家の中でも存在感を拡大
ADSLと FTTH(a) のサービスをリーズ
ナブルな価格で提供して、固定分野の
業況拡大を加速させています。また、
これまでなかったような低料金サービ
スをより多くの世帯に享受してもらえ
るように、固定分野で独自のインフラ
展開をスピードアップさせています。

優位性 RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

魅力に富む革新的
サービス

•  競争力のあるモバイル・固定の
サービス内容

•  顧客のデジタルライフを容易
にする最新技術の普及（BBox 
Miami、BBox 4G など）

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

定評ある
サービス品質

•  モバイルと固定の高性能ネット
ワーク（カスタマー・エクスペリ
エンス）

•  広範な周波数帯へのアクセス
•  顧客の要望に応える

販売と助言ネットワーク

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER

1600万人以上の
顧客基盤

• モバイルユーザーが1300万人
•  固定ブロードバンド（超高速を含

む）ユーザーが310万人

法人向けビジネスと
モノのインターネット(b) 

法人向けビジネスは当社にとって本
格的な成長のチャンスになっていま
す。とりわけ4Gネットワークのスタ
ート以降、固定分野で斬新なサービス
を開発した結果、担当企業Bouygues 
Telecom Entreprisesの顧客数が大
幅な伸びを示しました。他方、LoRa
技術に基づくネットワークを展開し
て、IoT（モノのインターネット）の
発展への貢献も志向しています。その
ため、専門子会社のOBJENIOUSが法
人向けサービスの事業化を手掛けてい
ます。

 (a)  Fiber To The Home 〔光ファイバーを家庭へ〕の頭
文字

 (b)  インターネットを介して相互接続するモノの情報交
換を指す
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2016年度ハイライト
• � モノのインターネットの専門子会社 

OBJENIOUS 設立

• � 固定分野のユーザー数が300万人の大台を突破

• � 4G 基地局数が1万ヶ所以上（業界初）

• � FTTH(a) ユーザー数が10万人の大台を突破

• � Bbox Miami の内容が充実（Netflix などの各種
サービスや Android TV）

• � 700 MHz 帯の基地局オープン（業界初）。 
2015年に取得したこの周波数帯により屋内でも
つながりやすくなる

(a)	 Fiber To The Home 〔光ファイバーを家庭へ〕の頭文字

752

20%

916

23%

2015 20152016 2016

4,761
4,505

EBITDAマージン(b)（%）

売上高 
（単位：100万ユーロ）

EBITDA(a)

（単位：100万ユーロ）

(a) �支払利息・税金・減価償却・償却控除前利益（ すなわち 調整前営業利益 + 減価償却費等 －引当
金等戻入額）

(b) 通信網関連収入高に対するEBITDAの比率

調整前営業利益 
（単位：100万ユーロ）

当期純利益
（単位：100万ユーロ）

(-)11

149

2015
2016

(-)65

92

2015
2016

12,996

2,788
3,101 11,890

2015 20152016 2016

固定ブロードバンドユーザー
（12月末現在　　単位：千人）

モバイルユーザー
（12月末現在　　単位：千人）
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2016年度概況 
2016年度のブイグ・テレコムは、モバ
イルと固定の両方で攻めの戦略をうま
く進めました。

良好な営業成績
当年度はブイグ・テレコムの業績の堅
調ぶりが確認されました。

モバイル分野では「優れた4Gネットワ
ーク品質」と「内容豊かなサービス提
供」を武器にして、モバイルインター
ネットの大量利用者になり得る新規顧
客を獲得できました。この結果、定額
料金プラン利用者総数（MtoM(a) 向け
を除く）が前年度より67万8000人増
え、2016年末現在1300万人のモバイ
ルユーザーを確保しました。また、モ
バイル利用者総数（MtoM向けを除く）
の65％に当たる690万人の顧客が4G
ユーザー(b) になりました。ちなみに、
この4Gユーザーたちは12月の1ヶ月間
に平均4.1ギガバイト分を利用してい
ました。

他方、固定ブロードバンド分野(c)でも 
「征服戦略」を続行し、他社に負けな
い低価格サービスを提供することによ
って、各世帯における当社サービスの
存在感を強めています。その成果とし
て、年度中に新たに31万3000人ユー
ザーを増やし、2016年末現在の顧客数
は310万人を数えるに至りました。な
お、超高速ブロードバンドの利用客は
48万2000人でした（12万1000人の
FTTH(d)ユーザーを含む）。

紛れもない上伸傾向
2016年度は良好な販売実績、安定した
客単価、及び経費節減計画の3つがあい
まって、数値面の改善がもたらされま
した。特に経費に関しては、2013年
末に比べて4億2700万ユーロを節約で
きました（目標値の4億ユーロをクリ
アー）。

売上高は四半期ごとに伸びを示し、最
終的には前年度比6％増の47億6100
万ユーロを計上しました。また、通信
網関連収入高も前年度比6％増の40億
5500万ユーロでした。

EBITDA(e) は2015年度比1億6400万
ユーロアップの9億1600万ユーロにな
りました。EBITDAマージン(f) は当年度
に23%を記録し、2017年度には目標の 
25％に達する可能性が高まっていま
す。

2016年度の正味事業投資額は8億200
万ユーロでした（総投資額は10億ユー
ロ）。

(a) �Machine to Machine の頭文字（「エム・ツー・エム」
と発音される）

(b) �ARCEP（郵便・電子通信規制機関）の定義により、過
去3ヶ月間にわたり4G を利用した顧客のこと

(c) 超高速ブロードバンドも含む
(d) �Fiber To The Home 〔光ファイバーを家庭へ〕の

頭文字 
(e) �支払利息・税金・減価償却・償却控除前利益（ す

なわち 調整前営業利益 + 減価償却費等 －引当金
等戻入額）

(f) 通信網関連収入高に対するEBITDAの比率

4G基地局

11,047ヶ所 
（2017年1月末現在国内最多）

ブイグ・テレコムの4G サービ
スはフランス人口の 85％以上を
カバー

追加情報
> www.bouyguestelecom.fr
> Twitter : @Bouyguestelecom

RELATIONNELINTERNATIONAL CRÉATIVITÉCOLLABORATEUR INNOVATION

IMMEUBLEENTHOUSIASME IDÉE JE CLIQUE J’AIME

CALCULETTECHIFFRE D’AFFAIRESDOCUMENT
FINANCIER
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1. エーヌ県クルイ（人口2700人）に敷かれた光ファイバー　　2. 新利用方式を開発して全ての人にお届けする最高のデジタル体験　　3. ブイグ・テレコムのカスタマ
ー委員会の集まり　　4. Android TV で一層内容が充実した Bbox Miami　　5. IoTの初のネットワークを基盤にする OBJENIOUS 　　6.  3500人の販売アド
バーザーによる優れた顧客サービス（523ヶ所の実店舗内とホームページ上で提供）
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「持続可能な交通」を推進するアルストムは、鉄道
セクター向けのシステム・施設・サービスを企画提
案し、業界随一の幅広いソリューションをお届けし
ています。アルストムは、総合鉄道システムの世界的
リーダーの地位を誇っています。

(*) 意味は「滑らかさをデザインする」

輸送ソリューションの
世界的スペシャリスト 

従業員数

3万1000人

リオデジャネイロの市街電車
（2016年6月運行開始）
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市街電車Citadis Spirit〔シタディス・
スピリット〕の製造拠点（米国ホーネ
ル市）で働くアルストムのスタッフたち

アルストム（本社フランス）は3万
1000人の従業員を擁して、世界60ヶ
国で事業を展開しています。

2016年12月31日現在、ブイグはアル
ストム株式の28.3％を保持し、20％分
をフランス政府に貸出しています。

輸送ソリューション
の最適パートナー
鉄道市場は、拡大する都市化に牽引さ
れてコンスタントに成長し続けていま
す。2016年－2018年における世界の
鉄道市場の規模は年間1100億ユーロと
推定され、2019年－2021年には1220
億ユーロにまで拡大すると予想されて
います（年平均成長率は3.2％）(a)。

2020年を目処にしたビジネス戦略
は、2016年度に最初の成果を生み、
自らに設定してきた目標の実現性を裏
付ける形になりました。具体的な内容
としては以下のとおりです。

•  カスタマー志向の事業組織 
  国際舞台において顧客から揺るぎな

い信頼を得て、幾つもの大型プロジェ
クトを任されました。例えば、RTA
〔ドバイ道路交通庁〕からの地下鉄拡
張案件を獲得し、イタリアの鉄道事業
者NTV〔ヌオーヴォ・トラスポルト・
ヴィアッジャトーリ〕からPendolino
〔ペンドリーノ〕式高速列車4両を受
注しました。

•  あらゆる課題へのソリューション
  リオデジャネイロの市街電車、英国

のインフラ計画、カナダの信号標識
に至るまで、自社が持つ全てのノウ
ハウを結集しました。今後も、様々
な鉄道輸送分野（列車、信号標識、
輸送システム、各種サービス）で、
優れた技量を顧客に提供することを
目指しています。

•  価値創出のイノベーション
  当年度はさらに、高速列車Avelia 

Liberty〔アヴェリア・リバティ〕
の納入契約を米国で得たほか、水素
燃料電池式の通勤列車Coradia iLint
〔コラディア・アイリント〕の開発を
発表しました。この2つの事実は、競
争力と差別化の源泉となる「常に革新
的なソリューション」を、アルストム
が顧客に提案する能力を持っているこ
とを如実に示しています。

•  環境への配慮と優れた業務遂行力
  環境に十分に配慮しながら、優れた

業務遂行力を示すことを最優先課題
にしています。最適なコストパフォ
ーマンスを実現し、高度の適合性
を発揮する新世代通勤列車Coradia
〔コラディア〕はその例証です。

•  多様性尊重と企業家精神
を基盤にする社風

  男女共同参画や文化多元主義を含めた
あらゆる形の多様性の尊重を促し、従
業員一人ひとりが会社の将来にコミッ
トする強力な企業文化を育んでいま
す。

2016年度第3四半期
までの営業成績
2016年度開始後9ヶ月間（2016年4月
1日－同年12月31日）の受注額は、前
年同期の63億ユーロを16％上回る72億
ユーロとなりました。売上高は前年同
期比6％増の52億ユーロを計上しました
（連結範囲と為替レート一定の場合は
5％増）。

2016年12月31日現在の受注残高は過
去最高の338億ユーロに達し、将来の売
上高の大幅拡大が見込まれます。

(a)  データはUNIFE （欧州鉄道産業連合）2016年版
報告書

ハイライト
2016年度第3四半期まで
（4月－12月）の実績

•  2016年リオ五輪に向けたリオデ
ジャネイロ市街電車運行

•  イタリアとオランダで新世代通勤列車

•  高速列車 Avelia Liberty〔アヴェリ
ア・リバティ〕28両（米国の公共企
業体 Amtrak〔アムトラック〕向け）

•  イタリアでPendolino〔ペンドリー
ノ〕式高速列車4両とメンテナンス

•  水素燃料電池式の新型通勤列車
Coradia iLint〔コラディア・
アイリント〕開発

•  ドバイの地下鉄拡張プロジェクト

•  新世代の地下鉄列車30両
（Métropole de Lyon
〔メトロポール・ド・リヨン〕向け）

•  イギリスの Nomad Digital〔ノマ
ド・デジタル〕買収（同社は電車向
けコネクティビティー技術のトップ
企業）
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